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新潟県における植物相と資料保管の現状

石沢進

　新潟県は、地形上から南北に長く、低所から高所までの

地域を含み、長い海岸線と海洋に佐渡島と粟島の離島が位

置することで多様であり、気候的には世界有数の多雪地域

である。そのため様々の環境条件におかれた地域があり、

それぞれの立地に生えている種も多種多様である。

　新潟県全域に分布する植物の総体、つまり植物相の実態

を明らかにすることが自然環境を知る上からも必須の条件

である。県内の植物相のまとめについては、古くは中村正

雄氏の「新潟県天産誌」（1925年）があり、比較的近年で

は野田光蔵先生の「越後の植物誌」（196＆1971年）など

がある。県内各地方からの調査報告も多数あり、また多く

の資料も蓄積してきている。近年国外から侵入してきてい

る帰化植物も多様になっている。現時点での植物相の解明

は温暖化など今後の環境の変化に伴って遷移する可能性も

大きいと考えられ、早急にまとめておくことが一つの大き

な課題である。

　上記の植物誌の解明に加えて、収集した証拠資料や標本

などを保管し、気候温暖化や環境異変などに伴う今後の変

化との比較のために備えておくことが重要である。また、

そのような意義について多くの方々の理解を得たいと考え

ている。

　下記に新潟県の植物相解明に関する現状とその成果の保

管に関する必要性について記録し、大方の理解と協力をお

願いしたい。

●新潟県の植物相

　新潟県に分布する植物を明らかにする目的で、これまで

多くの研究者および植物同好じねんじょ会の会員により進

められてきている。とりあえず、これまでに記録された

資料を整理し、県内の植物相（分布する植物の総体）を

明らかにすることが肝要である。その目的で植物同好じ

ねんじょ会では、「新潟県植物目録編集委員会」を組織し、

2005年に「新潟県植物目録［チェックリスト］（予報）」

としてまとめている（写真参照）。その内容は、既刊文献

からの整理であり、中には分布の実態が明確でない種も含

まれているので、再調査の必要なものもある。植物同好じ

1』y∵”“
1・’・

l
i

ρ

，T

P
’

新潟県植物目録［ヂェックリスト］（予報）　　・1

　　　　羅管束植物・コケ植物

新潟県穂物目録編集委員会

L翼ST　OF　VAS§ULAR「PLANTS　AND．MOSSES．

　　　置N’NHGATA　PREFECTワRE．

　硅樹同好じねんじょ会

JII　ENJOF且もNI　‘N皿GA↑A，

　　1ZOO5



4

ねんじょ会では、そのための調査を進めると共に、県内外

の研究者の助けをかりて植物目録の完成に努力している。

2005年のチェックリスト発刊以来、新たな分布追加の

記録や情報収集にあたっている。それらをもとに新たに「新

潟県植物目録［チェックリスト］」の改訂版を刊行する予

定である。

　新たな分布追加の記録や情報の事例を一部紹介すると次

のような種がある。

文献による県内新産種

　〔在来種〕

　○サジラン：新潟県植物分布資料（6）新津植物資料室

　　年報2006（2007）：7頁

　　　　詳細は中川清太郎　「新潟県におけるサジランの

　　　　分布」として同上31頁に掲載

　○ヤナギイノコズチ：新潟県植物分布資料（5）新津植

　　物資料室年報　2005（2006）：7頁

　　　　詳細は藤田進　「新潟県におけるヤナギイノコズ

　　　　チの分布」として同上28頁に掲載

　○ミギワガラシ：新潟県植物分布資料（5）新津植物資

　　料室年報　2005（2006）：7頁

　Oアカバグミ：新潟県植物分布資料（6）新津植物資料

　　室年報　2006（2007）：7頁

　○ババヤマボクチ：松井　浩（2006）新潟県生態研究

　　会誌　第7号：57頁

　〔帰化種〕

　○イヌコハコベ：木村彰（2005）新津植物資料室年

　　報2004：16頁

　○トゲミノキツネノボタン：木村　彰（2005）新津植

　　物資料室年報　2004二16頁

　○エゾスズシロモドキ：新潟県植物分布資料（5）（2006）

　　　新津植物資料室年報　2005：7頁

　○オオカナダオトギリ：新潟県植物分布資料（6）（2007）

　　　新津植物資料室年報　2006；7頁

　○オクシバハギ：五百川裕・大橋広好（2007）植物研

　　究雑誌　82（3）：175－177頁

　○モミジバヒメオドリコソウ：木村彰（2005）新津

　　植物資料室年報　2004：16頁

　○ペラペラヨメナ：新潟県植物分布資料（6）（2007）

　　線輔物資料室年報　2006：7頁など

　○イトバアワダチソウ　松井　浩（2006）新潟県生態

　　研究会誌　第7号：58頁

県外からの情報提供

　〔在来種〕

　○マルホハリイ：古賀佳好氏書簡栃尾市軽井沢柳市ノ

　　池1997．9．23（高橋行雄採）

　　　　［新潟市北部総合コミュニティー　新潟市植物資

料室保管〕

　上記のように県内に分布する植物の情報を寄せて頂けれ

ば幸いである。特に、最近は帰化種の侵入が多いので、資

料の提供をお願いしたい。

●植物相の資料保管の現状一博物館の必要性一

　新潟県の自然環境の現状把握とその保全には、自然史博

物館が必要である。ここでは植物標本保存の意義と活用の

観点からその重要性を強調したい。

植物相の変遷

　ある地域に分布する植物の総種数を植物相と呼び、これ

までに各地でその調査が進められている。しかし地域の植

物相は一定不変ではなくて、時代の経過と共に少しつつ変

遷してある植物は消滅し、あるいは帰化植物に取って変わ

ることもある。例えば粟島の植物相についてみるに1970

年に調査した際に粟島港周辺には在来種で占められ、帰化

種は少なかったが、2006年には、帰化種が優占して在来

種が極めて少なくなっている。ここ半世紀の問に粟島港で

は、植物相に大きな変化が起きている。1970年の植物相

の調査で、その証拠となる植物の標本を採取して、実在

した証しとして保管している。言い換えれば植物相の変遷

を示す資料（遺物）として大切な存在であり、必要に応じ

て過去に生育していた植物の遺伝子解析に役立つはずであ

る。

種の再検討

　植物の研究の進展の過程で、ある植物について再検討し

た結果、これまで同一の種とされていたものが、細分され

ることもある。例えば、従来は新潟県のザゼンソウは一種

とみなされていたが、再検討の結果、ザゼンソウとナベク

ラザゼンソウの二種に分けられている。このこような場合、

ザゼンソウの保存標本をみることにより、ナベクラザゼン

ソウの存在と分布域が即座に明らかにできる。保存標本が

なければ、それぞれの生育地に再度、調査して確かめなけ

ればならず、莫大な経費と多くの時間をかけなければなら

ない。このように種の再検討には極めて大切な資料であり、

保管している標本に重要な意味がある。

種の移動の可能性

　過去の気候変動で植物の分布に影響を与え、寒冷期には

北方の植物が優占し、温暖期には南方の植物が北上するな

ど種が移動することが知られている。近年の環境条件の変

化に伴い特定の種が、数十年あるいは数百年の間に分布域

を変化させる可能性も否定できない。数十年の間にユキッ



バキの生育地から冬季の積雪量など気候の変動に伴って消

失している例も見ている。完全に消失しないまでもッバキ

の生育地で変化起きているようである。海岸に近くて海抜

の低い低地でユキツバキの特徴を持っている個体が消失し

ている可能性もある。特定地域で収集した標本と同地域で

再度収集した標本との対比により、その変化を具体的に裏

付けることもできる。保存されている標本から種の移動に

関する推定も可能である。

絶滅危惧種の動態

　野生植物に与える人の影響が極めて大きく、土地の改変

などにより種の絶滅の恐れが増大し、中にはすでに消失し

ているものも少なくない。過去百年ほどの間に種が絶滅し

たかを知るにはその間に収集した植物標本の精査により可

能である。かつて各地に広く分布していた植物が環境条件

の変化により絶滅に瀕している。オキナグサ、オミナエシ、

キキョウなどその例であり、県内の分布極めて稀な状況に

なってきている。その実態を把握するにも過去の保存標本

により知ることができる。特定の珍しい植物でなく、ごく

普通にみられる身近な植物の標本の蓄積が、環境の変化に

伴う動態を知る手掛かりになる。．

帰化種の移入とその過程

　在来種が絶滅するだけでなく、一方では帰化種が繁茂し

て地域の植物に打撃を与えている。秋になるとセイタカア

ワダチソウが所かまわず広く繁茂していることに多くの方

が気づいていると思われる。野原ではセイヨウタンポポ、

河川沿いではアレチウリ、田圃ではアメリカアゼナ、アメ

リカタカサブロウなと潅来種の生活が脅かされている。そ

れぞれの帰化植物が何時ころ県内に侵入・移入してきたか

を知るにも植物標本の依存するところが大きい。タカサブ

ロウのように在来種とよく似た帰化種がある場合には、保

存標本の精査により侵入・移入の時期とその消長を知るこ

とができる。

新潟県に保管する意義や重要性

　県内の資料は、県内で保管する意義が極めて大きい。長

年県内に在住していた研究者が収集した植物標本や資料

（貴重な財産1）は、県内の施設に保管しておき、県民の

今後の情報収集や研究に役立てることが肝要である。もし

も県外に流失してしまえば、将来再検討または情報収集の

ために、保管している所に出張しなければならない。まし

ては海外に流失するような状況になれば、植物標本や資料

の閲覧は簡単でなくなる。とかく植物の標本やその資料は、

経済的に意味のないもの、波及効果が薄いもの、と軽視し

がちであるが、県内の自然環境の根底を支える基礎資料と

して欠かせない存在である。また、地方自治体の重要な文
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化的な資料でもあり、その存在の有無により、客観的な文

化程度の認識の尺度ともなる。県が予算を計上して、県独

自の調査を進め、集積したものを保管して環境の変化に対

応するように備えて置かなけらばならないはずである。本

来なら基礎資料の蓄積なしで、今後の良好な環境の保全な

ど環境問題に対応できないはずである。これまでに収集し

た資料の中には、すでに県内から絶滅したものも含まれて

いるし、環境改変などにより、収集できない地域の資料も

あるので、せめてそれらを一箇所に集中して保管すること

が望まれる。つまり、県内の貴重な財産は、県内の施設に

保存し、流失を避けなけらばならない。

　●新潟県における植物資料の標本収集と保存

　以下の収集情報には、必ずしも確認していない実態や推

定もあり、今後修正も必要と思うが、現状の概略把握の参

考のために掲載した。

　「県内研究者の収集と保存状態」

　　研究者（採集者）と保管場所や現況は次のようである。

〔故人〕

申村正雄氏

　「新潟県天産誌」刊行、編纂のための標本（散逸？）

吉原正秀氏

　長岡市立博物館に収蔵（その他の採集者と含めて5万点）

吉川純幹氏

　一部分東北大学植物園、その他分散保管

岩野俊逸氏

　大部分東北大学植物園、その他自宅保管？

真保・野田氏

　新津植物資料室（新潟大学理学部から移管）種子植物

野田光蔵氏

　新津植物資料室（新潟大学理学部から移管）海藻類

池上義信氏

　新潟市植物資料室と線…髄物資料室

　種子植物　20万点、蘇苔類　17万点

　（1984年寄贈時点、その後追加）

尾崎富衛氏

　自宅種子植物　　5万点以上（推定）

中村一男氏

　長岡科学博物館に収蔵

その他

　工藤孝雄氏、内川定七氏（自宅？）

〔現役〕

牧野恭次氏

　長岡市立博物館に収蔵

白崎仁氏

主にシダ植物（3万点）
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新潟薬科大学

種子植物　3万5千点、酵苔類　4万点

石沢　進

　新津植物資料室　　種子植物　40万点以上

その他

　植物同好じねんじょ会会員　　主に自宅

　「新潟県植物分布図集」に掲載標本多数あり

＊総括すると新潟県内では100万点を超える標本の蓄積

がある。しかし、すべて良好な状態の保存でないので、

博物館などに収蔵、恒久的な対策が必要である。

「収集標本の特色」

分布資料：

改変地域の資料：

生活史の研究資料：

主に新潟県内の標本が主体（各地

の植物相の証拠）

過表50年間の分布状況を標本で

確認できること

（将来の環境変動に伴う変化を知

るための基礎資料）

分布地点の詳細な記録（地形図の

位置、湖友など明示）

干拓や道路・ダム建設地域の証拠

標本

四季を通じた標本、実生の標本な

ど

形態変異の研究資料：葉や花の大小、形質の差異など

茶会の花

　この日の茶席を受け持った日はちょうど十三夜でした。

茶花は品のいい赤味のかかった薄い紫色のサワアザミを高

く、ハマギクの白と茎に密生した葉がしっかり根じめとな

りました。もうひと色は、この時期空地のそちらこちらに

見られる黄色のアキノキリンソウを添えてみました。花入

は出雲焼きです。（平成19年10月23日）

サワアザミ（花）2004．9．23

「標本の収集好機」

　地域研究者の多い時代：1950年以降、現代までに活躍

　　　　　　　　　　　した研究者が多数

　　　　　　　　　　　21世紀になってから県内研究

　　　　　　　　　　　者の減少噸向

　　　　　　　　　　　現在が資料収集の好機、この時

　　　　　　　　　　　期を逃すと資料散逸可能性大

　ここでは、主に植物標本のことを取り上げたが、県内の

自然環境に係わる各分野の情報を一カ所に収集・保管し、

総合的に過去と現在の対比を行い、将来の展望が必要であ

ろう。そのためには各分野の分散している基礎晴報を収集

・保管しておき、活用・分析できるセンター（自然史博物館）

の設立が急務である。多くの県では、すでに設置されてお

り、自然豊かな本県での設立は不可欠であろう。


